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金先物価格が過去最高値を更新するなど、リスク回避志向高まる 

欧州株式相場は１ヶ月ぶりの安値水準まで下落しました。スイスの銀行が、7-9月期決算で４半期連続で赤

字を計上し、赤字額が市場予想を上回ったほか、英国の銀行が資本増強に伴い、２度目の政府支援を受け入

れることを明らかにしたことなどが嫌気されました。この流れを引き継ぎ、米国株式市場では金融セクター

が相場の重しとなりました。また、アナリストが、半導体業界で在庫が増加傾向にあり、在庫サイクルは最

終局面を迎えていると指摘して半導体業界の投資判断を引き下げ、半導体関連株も軟調でした。一方、大型

買収の報道や商品市況の上昇などが相場を支え、米株相場はほぼ変わらずで引けました。著名投資家ウォー

レン・バフェット氏が率いるBarkshire Hathawayが、米鉄道会社大手を買収すると報じられました。今回の

買収金額は266億ドルと、同社の買収案件の中では過去最大規模です。今後、米国景気は良くなるとの見通し

のもとに決定された大型買収で、市場ではこれを好感した買いが見られました。また、商品市場では原油価

格が上昇し、金先物価格は過去最高値を更新しました。インドの中央銀行が、ＩＭＦから金同等物を200トン

購入したと伝えられ、他国の中央銀行がこれに追随するとの思惑も広がって、金先物価格の上昇に弾みがつ

きました。 

市場ではＦＯＭＣ声明を前に様子見姿勢だったほか、金融システムに対する不透明感も高まり、相場の上

値を抑えました。前日も、ＦＲＢの銀行監督・規制局副局長が、金融機関が抱える商業用不動産ローン債権

がデフォルトに陥る危険性を指摘して、金融関連株は軟調でした。ただし、マクロ経済に関しては好材料も

出てきており、下値も限定的となっています。10月の米ＩＳＭ製造業景況指数は55.7と、市場予想（53.0）

を上回り、2006年４月以来の高水準となりました。内訳をみると、新規受注は前月を下回ったものの、生産

が大きく伸びたほか、雇用指数も53.1と2008年7月以来初めて、雇用の拡大と縮小の境目を示す50を超えまし

た。また、米大手自動社メーカーの7-9月期決算は、各国の自動車購入奨励策の恩恵などにより売上が予想以

上に伸び、２四半期連続の黒字となったほか、10月の米自動車販売台数は、前月比では+12.3％の大幅増とな

りました。大幅に落ち込んだ前年とほぼ同水準にとどまっており、本格回復とは言えないものの、年換算で

は２ヶ月ぶりに1000万台を超え、自動車販売市場にも好転の兆しが見え始めています。 

 

大引けにかけて上昇して底堅さが感じられるも、ＦＯＭＣ前に様子見 

米株安を受けて下落して始まりました。好業績の非鉄株は朝から上昇が目立ったほか、石油などの資源関

連や輸送用機器などは堅調でしたが、保険、銀行、不動産など幅広い銘柄に売りが目立ちました。後場に入

り、来年6月施行予定の貸金業法について延期する考えはないとの金融担当大臣の発言が伝えられると、消費

者金融株は下げに転じ、銀行株も下げ幅を拡大させました。ただし、中国などのアジア株が堅調に推移した

こともあり、海運や鉄鋼などの市況関連株中心に持ち直しを見せ、日経平均株価は大引けにかけてプラス圏

へ上昇し、本日のほぼ高値圏で引けました。ただし、ＦＯＭＣを控えて様子見姿勢が強く、狭いレンジ内で

の推移でした。株式相場の上昇に最も寄与したのは自動車株でした。日米ともに自動車市場に持ち直しの兆

しが見られることなどが背景となっています。日経平均先物では、9,850円を超える水準では厚い売りが見ら

れるなど上値は重いながらも、引けにかけて反発するなど底堅さも感じられました。        以上     


